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序

農業構造改善事業に伴う遺跡発掘調査は,過去数年に亘って実施してきたが,その都度先人

の残した貴重な文化遺産のすばらしさに触れることができ,遺跡,遺物を大切に保護,保存じ,

或は記録として残してゆく重要さを感じているものであります。

今回は昭和51年度事業として発掘調査を実施した。三日市場中島平地籍のすぐ隣の台地で下

の城ともいわれている宮の先遺跡の調査を行った。

この一帯は水田,桑園,果樹園などの耕地であったので,農業構造改善事業の関係者と十分

協議を行ない,地形的な調査を行なったうえで重点地区を設定して実施した。時期については

秋の収穫後に実施せざるを得ない状況であり,調査期間も長く経費も相当要したが,調査関係

者9地元関係者,事業実施主管の農林課関係者の協力によっ`て所期の目的を果すことができた。

調査団長の佐藤甦信氏,調査員吉沢輝人氏と指導に当られた大沢和夫,今村善興の両氏,調

査期間中発掘に当られた作業員の骨折に感謝し,尚佐藤氏は図版や写真のほか出土品の整理保

存などに意を用い,立派な報告書をまとめられたことに対し,深甚なる謝意を表し,本調査事

業に関係した各位に厚くお礼申し上げます。

昭和 53年 3月

飯 田 市 教 育 長

林    研



例 ロ

1.本書は昭和52年度第 2次農業構造改善事業に伴う飯田市三日市場下ノ城地籍宮ノ先遺構の発掘調査報

告書である。

2.本書は報告書作成の期限があり, このため調査結果について充分な検討,研究がされず,資料提供と
問題提示の報告となっている。

3.編集及び執筆は佐藤が担当した。

4.写真は佐藤が,遺構実測図作成は佐藤・吉沢 0牧内住子が,遺物の作図は佐藤,製図は田口さなゑ。

佐藤が分担した。

5.遺構実測図のうちピット内,ま たは横に記してある数字は床面からの深さをcmであらわし,縮尺は図

示してある。

6.遺物は飯田市考古資料館に保管してある。
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境環

1.自 然 的環 境

宮ノ先遺跡は飯田市三日市場下ノ城地籍に所在する。三日市場は飯田市合併前は伊賀良村三日市場であ

った。伊賀良地区は飯田市街地の南南西にあって,木曽山脈の前山,笠松山 (1325m),鳩打峠 (H73m),

高鳥山 (1398m)の東麓に位置し,北の飯田松川と南の茂都川 (久米川の支流)の強い押出しによって広

大な扇状地が発達し,伊賀良地区の中央部の大部分がこの扇状地にあるといえよう。この扇状地の中央部

の東端に三日市場がある。                               °

北はアマヅラ沢を隔てて下殿岡の伊那谷第二段丘の平坦な面が東に長くのび,南は中村区へと扇状地が

連なり,西は木曽山脈の前山からの扇状地が大瀬木区から続いてきているが,東は扇状地の先端部となっ

て複雑な地形を呈している。

宮ノ先遺跡のある下ノ城は三日市場の中心部の東にあって東西 600m,南 北 100～ 150mの西から東に

のびる舌状の台地をなし,北は比高差25mの新川の浸蝕谷となり,東は新川の氾濫堆積の低地帯となり,

高距約20mで飯田市駄科新井原地籍となる。西は高距約20mの段丘崖をもって一段高まり,伊賀良扇状地

面がひろがっている。この中央部を臼井川が東流し,三日市場中部で南東に流路を変えて浸蝕を深めてい

る。この自井川の北で高距20m余,下ノ城は15m前後の高距をもって伊賀良扇状面から細長く丘陵状に東

南東に台地がのびJさ らに東へ起伏をもちながら伊那谷第 1段丘の日井原 (標高 556m)の残丘面に続い

ている。

宮ノ先遺跡の微地形をみると,北は新川の浸蝕谷によって切られ,新川を隔てた舌状台地に立地する中

島平遺跡を見下し,西は伊賀良扇状地の東端部となる三日市場の神社 (奥位神社)の東から高距15～ 20m

の緩い傾斜面をもって下ノ城地籍へと下がり,平坦な舌状台地をなしている。しかし,西から続く扇状地

からのびる丘陵は南から東南東へと続き,こ の丘陵に沿っての南側の地形は低地帯となり,東にいくに従

い深まり,平坦面との高距は西で2興 ,東で9mを測り,新川の旧流路を示し,湿地帯となっている。

この湿地帯は古くからの水田地帯であり,新川の浸蝕崖端部近くに縄文時代から弥生時代の集落が展開

されたものとみられる。また,台地の西端部に下ノ城城跡があり,新川の浸蝕崖と,崖端浸蝕を利用し,

さらに人工の空堀によって築城がされていたが,かつて道路工事の際,城跡は削りとられ,僅かに空堀跡

を残すのみとなっている。

2 歴 史 的環 境           _・   :

伊賀良地区の遺跡を概観すると,木曽山脈の前山の山麓には,茂計川上流の矢平では弥生後期と平安時

代の遺跡として知られ,孫兵衛屋敷 ,牧平・火振原では縄文早期押型文土器の出土をみており,各時期の

包蔵量も多い。北にきて佐久良社付近遺跡があるほか
li戸
位にぁ
,遺
跡は
含
のところ発見されていない。

扇状地上方の遺跡には笠松山の北の山裾にある立野遺跡は縄文早期押型文土器の標準遺跡である。この他

縄文前期 0中期・後期の土器の出土もみている。立野の一段下に山口遺跡があり,縄文前期末の土器が標
二 3-
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式となっている。この付近から南に続いて縄文前・中期の遺跡は多い。
(2)

中央道は扇状地中央を通過しており,その遺跡発掘調査では,よ うじ原 。上の平東部 。寺山 。六反田 0

大東 0酒屋前 0滝沢井尻 0」 垣ヾ外・辻垣外 0三壺淵・上ノ金谷の11遺跡が調査され,縄文時代では小垣外

遺跡で前期末住居址と土墳群,中期では上の平東部・酒屋前 0滝沢井尻 。辻垣外 。小垣外で加曽利 E期

の住居址が発掘調査され,小垣外では後期の良好な資料も発見されている。弥生時代後期では大東 。酒屋

前・滝沢井尻 。上の金谷で住居址が発掘され,良好なこの期の資料を得ており,滝沢井尻の万形周溝墓よ
り鉄剣 2回 の主体部出土は注目される。古墳時代では三壺淵 。上の金谷で住居址が発見され,平安時代で

は六反田 。,滝沢井尻 。小垣外 。三壺淵 0上の金谷で住居址が検出され,小垣外では緑釉陶器の出土をみて

おり,中世では酒屋前を中心に集落の存在も予想され,良質な中世陶片の出土をみている。

扇端部から段丘面にかけては,扇状面の浸蝕も深ま
(?メ
台地上の水利は悪く,遺跡は川に面す所に立地

する傾向を示しているが, この面での調査は西の原遺跡以外にはなく, ここでは縄文中期勝坂期の住居址

3が発掘され注目されている。

宮ノ先遺跡周辺をみると,遺跡は新川に面した段丘端部に
急
く,特に新川の浸蝕崖下に見下す新川とそ

の支流アマヅラ沢の間に形成された低位舌状台地の中島平遺跡は1976年 の農業構造改善事業に伴う発掘調

査で縄文早期末・前期末の住居址各 1,弥生後期住居址15,古墳時代中。後期住居址各 1と 中世住居址 2
の他土装57基を検出し,各期の良好な資料を得ており,径 2m余の円形の土墳44号では,その底部より有
舌ポイントの出土をみ,注目されている。

中島平の北アマヅラ沢を隔てた北の殿岡面端部には縄文中期の遺跡の市場屋敷 。公文所遺跡があり,宮
ノ先の西の扇状面には,は りつけ原・大原,南には丸山遺跡があり,経塚原へと続いている。はりつけ原
遺跡は縄文中・後 。晩期,古墳時代の遺跡として知られ,都市計画街路知久町―中村線 (飯田中央道)の
工事の際,未調査に終わっているが,工事終了後の堀割切採り面に住居址 2が検出され,遺物が発見でき
ずその時期は不明であった。宮ノ先の南東,自井川に面した浸蝕谷に須恵器の窯址土器洞 (かわらけばら)

がある。
(5)

伊賀良地区の古墳は43基があげられている。残存するものは 9基 であり,石室は破壊され,墳丘を僅か
に残すにすぎないものが大半である。古墳分布は松川に面す扇端部,新川の両岸の段丘端部,茂都計川に

面す段丘端部に東西方向に並んでいる。その他散在する古墳が僅かにみられる。多くは新 しい時期の古墳

とみられ,規模 も小さい。宮ノ先周辺では,北の殿岡面に新川に面 した段丘端部に市場屋敷 。公文所 。狐

塚 。大塚古墳が並び,南の丘陵には,丸山 1号・ 2号墳, 日陰古墳がある。それより南に経塚原,大畑古
墳があり,大畑古墳は伊賀良地区で最大の古墳でほぼ完存 し,盤竜鏡の出土で知られ,内部構造は不明で

あるが,古い古墳ともみられる。

伊賀良地区は古代東山道育良駅の所在地ともみられているが,それに対しての確証はない。伊賀良の圧

の名は平安時代にあらわれ,文献によれば中村・久米・川路 0殿岡の諸郷が含まれ,松り|1以南,阿知川以
北の竜西一帯とみられ,中世末には伊那南端の新野まで伊賀良庄と記されているが,その中心が伊賀良に

あったものとはいえない。

鎌倉初期伊賀良庄の地頭は北条時政であり,時政以後は北条氏一族江馬氏が代々そのあとをついで地頭

となっている。江馬氏は伊賀良庄内に在住し庄務を行ったものでなく,多 くの在地の代官にあたらしてい
(6)

た。その代官の分明したものに四条金吾頼基がおり,殿岡に住 したことは文献上明らかである。頼基は江

馬氏の重臣であり, 日蓮の信者として知られている。
(7)

北条滅亡後,小笠原氏が信濃守護職となって来住 し,小笠原氏の力によって伊賀良井の開発が行われ,

伊賀良地区の大開発が進んだ時期とされている。伝承によれば,伊賀良の要所に小笠原氏の武将が配置さ
- 6 -



れ,下ノ城跡もその居城の一っとされている。    ・

注1.. 神村透「立野式土器の編年的位置について {1卜 12H3」 信濃20の 10・ 12,21の 3

注2. 「長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書 一 飯田地内その 2」 昭和47年度
注3. 伴信夫・宮沢恒之「長野県飯田市伊賀良西ノ原遺跡発掘調査報告」信濃19の 12
注4. 飯田市教委「伊賀良中島平」1977

1       注5. 市村成人「下伊那史 第二巻」昭30                `
注6. 宮下 操「下伊那史 第五巻」昭42
注7. 筒井泰蔵「室町時代の伊賀良」伊賀良村誌 昭48          .

Ⅱ 発 掘 調 査 経 過

第 2次農業構造改善事業飯田市伊賀良地区の昭和52年度計画は三日市場下ノ城地籍において実施される

ことになった。下ノ城は宮ノ先遺跡として知られており, このため工事に先立って発掘調査を行ない記録

保存する.こ とになったのが今次調査である。事業計画面積は 7.l haの広面積であるが,南側は旧新川流路

とみられる低地帯の湿地と,北側の新川の浸蝕崖の傾斜面が含まれてぃるが平坦面は 5 hcの広面積が調査

対象となるが,期日,費用の制約のため遺跡の主要部とみる地点を調査し,その他は工事中パ トロールす

ることにした。昭和52年 9月 29日 に現地を下見し,調査重点地区 (I調査区)2,000nfを設定した。発掘

調査はH月 22日 より12月 19日 まで行ない.こ の間Ⅱ oⅢ調査区を設け約5,000ポ について発掘調査し, この

間工事の進行も早く,工事中のパ トロールも平行して行なわれた。         ・

発 掘 調 査 日誌

月 0日 天  候 日 誌

11 。22
くもり

時々雨
器材運搬,準備

くもり 休   み

24 晴 テント張り I調査区にグリット設定 住居址とみる黒土の落ちこみ検出
晴

うすくもり

土装 1号, 1号住居址を確認    中世遺構検出
1住の覆土粘土質でねばり苦労する  _|____

くもり 1住,土壊 1号掘り上げ 規模
1ま
大きくなり拡張作業

雨・ 晴 日曜日休み

28 晴 2住 03住検出 調ピ (終日排土作業 )

晴 調査 一 粘土で苦労

~1住
、± 1号測量。調査 一 亘敷孫ltZ

晴

風強く寒い

調書 一 規模大きく,深い     調査
｀

1       3住 掘り上げ       .

一 囲炉裏を検出

柱穴を掘る

12。  1
晴

朝凍る

一査
―
―

調 床面に達 し,炉址検出

4住・

ｖ
吐

‐

翻

）

掘

住

げ,写真,測量

,調査 (中世 )
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月 。日 天 候 日 誌

12. 2 朝雨・晴

莞掘,測量, 3住測量       調査, 4住の集石調査測量
Ⅱ調査区ブル トーザーで表土排除,調査するが遺構なし,ま た周辺の水田にピ

ット調査するが遺構なし。

晴,朝凍る 4住・ 5住完掘 Ⅲ調査区をブル トーザーで表土排除,調査,溝発見

晴 日曜日休み

″あた勧 ヽヽ 溝調査 一 北側に東西万向にのびる浅い溝とこれより南にのびるを検出

溝調査

|

南に向くは方形の規模は大となる。浅溝は西で南に折れ方形とな

る

溝調査  方形周溝プラン検出  外周溝北溝より中世陶片数点検出

14住
。5住測量

8 万形周溝墓 Iと なり周溝調査、断面図をとる  粘土質が掘るに苦労
晴時々時雨 周溝掘上げ 主体部検出  外周溝の西溝南より東に入る大溝検出調査

晴
主体部調査 外周溝内側の調査 調査,南側の盛土ブルで排除

大規模の方形周溝となる
|

晴 日曜日休み

くもり。晴
万形周溝墓 I完掘,測量     万形周溝墓Ⅱを検出,調査,大方形周溝調

外周溝内側の調査         1     査 粘土のため苦

"
晴 。寒い

土墳群と柱穴群を検出 完掘,万形周溝墓Ⅲ検出

掘上げ

ｖ査

―
―

調

晴 完掘測量 測量 周溝掘上げ

くもり寒い 大方形周溝,内側の調査,柱列を検出。Ⅲ調査区全遺構測量

小 雨 柱列の調査 一 中世遺構となる

雨・午後晴 休   み

18 日曜日休み

朝雪荒れ

晴

|内部調査,写真 ,

器材,テ ント徹収

測量,現場作業を終える。

その後,遺物整理,実測,製図をなし,報告書作成にとりかかる。
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果結査調掘発Ⅲ

(I)遺構・ 遺物

宮ノ先遺跡で発掘調査した遺構は次の

ようである。 (図 4。 5)

弥生時代後期住居址

万形周溝基

中世遺構群

土   墳

図 4 宮ノ先遺跡遺構図 I(I調査区)

3

3

2

13

「

―

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

∃

遺構は I・ Ⅲ調査区で発見され, I調

査区に続く農道を隔てた南の水田のⅡ調

査区は予想に反 し遺構はなく,その東に

続く水田のピット調査でも遺構は発見さ

れなかった。 I調区の東に続く畑は一段

低 くなり,かつて壁土の採集地となった

所である。また西の水田の調査でも遺構

発見はできなかった。

1.弥生時代後期住居址

1号住居tL(図 6)

I調査区の北西に発見され

南北 3.75m× 東西 4.05mの

隅丸方形をなし, ローム層に

55～ 58cmの深さに掘りこむ竪

穴住居址である。覆土は暗黒

色の粘質土でねばり,調査に

苦労 した。北東壁より20cIIlは

いって土壊 1号が掘りこまれ

ており, ロームの盛上げが覆

土中にみられ,後のものと認

められた。床面は堅く,主柱

穴は 4こ が整った配置にあり
,

-10-

／
ロ

刀
＝

――
べ

Ｌ /

図 5 宮ノ先遺跡遺構図Ⅱ (Ⅲ調査区)



40

〔
マ

0                  2m

図6 宮ノ先 1号住居址,土壊 1号

炉址は西側の柱穴間の中央にあ

って東側に枕石 1こ を置く地床

炉である。

遺物は僅少であり,粘土質の

覆土のため土器はもろく剥げて

いる。弥生後期の小片である。

石器の出土はない。

2号住居址 (図 7)

I調査区の中央南側に発見さ

れ,南北 6.5mX東西 5。 3mの

隅丸万形, ローム層に深さ50cll

前後掘りこむ竪穴住居址である。

覆土は断面図にみるようである

が,粘質でねばり,調査には苦

労 した。床面は堅く,主柱穴は

4こ ,整 った配置にある。炉址

は北側の柱穴間の中央部よりや

や内側に入ってあり,南側に枕

石 2こ を置き壺口縁部 (図 17の

1)を埋甕炉としている。南壁

の中央部から東に寄って出入口

または貯蔵穴とみる周囲にロー

ムを盛った掘りこみがつく。こ

の内部より壺口縁部 (図 17の 2)

と壁について石鍬 (図 17の 7)

の出土をみている。

遺物 (図 17の 1～ 7)土器は

弥生後期座光寺原式の壺と小形

甕の出土をみている。 1の壺の

口縁部は炉甕に使用されたもの

で,中島式にみる立上り口縁帯

部はなく,口唇部を肥厚させ,

そこに縦の沈線をめぐらしてい

る。口縁部から頸部にかけて波

状文が,その下に簾状文が施さ

れている。 2の壺の口縁部は立

上り口縁帯部を欠いた痕跡を残

し,口縁部から頸部に細い条痕

が施されており, 1・ 2と もに

-11-
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図 7 宮ノ先遺跡 2号住居址



類例の少ないものである。 3は

壺の胴下半部で胴部は強く張る

とみられる。 4の小形甕は口径

8.4 cm,高 さ 10.l cm,最大径

は肩部にあり,頸部はしまって

口縁部は斜めに立ち上がってい

る。焼成は堅く,肩部に部分的

に縄文が施され,内外面とも赤

褐色を呈す。東海系の土器であ A
る。石器には 7の石鍬がある。

硬砂岩製で長さ 15.2 cm,刃部

幅9.9 cm,重 量 345g,刃 部幅

の広いところに特色がある。

3号住居tL(図 8)

I調査区の中世屋敷址の北に

隣接し, 1号住居址の南東24m,

2号住居址の東14 m lCあ る。南

北 2.65 mX東西 3.30mの隅

丸長方形をなし, ローム層に30cm前後の深さに掘りこむ小形の竪穴住居址である。床面は堅く,主柱穴は

4こ ,炉址は西側の柱穴間の中央より僅か南に寄ってあり,円形の地床炉である。

遺物は弥生後期の土器片 1点のみであり,住居址の形態からみて, この期の住居とみられる。

2.`方 形 周 溝 墓

方形周溝墓 I号 (図 9)

Ⅲ調査区の東端に発見され,北側は中世遺構群Ⅱ外周溝が僅かにかかって上にのっている。南北13m X

東西15mの隅丸方形に周溝をめぐらし,そ の東南隅を僅か北に寄って陸橋がつく。周溝幅は最大 220 cm,

最小幅 130 cm,平均幅 180 cm前 後,深 さローム層に65cm～ 96cm,平均80cm前後に掘りこむ規模の大きなも

のである。主体部はほぼ中央部にあって, 140cm X 270cmの 隅丸長万形をなし, ローム層に深さ55cm掘 り

こむもので,主車由方向は N54° Wを さす。

周溝及び主体部の覆土は断面図に示すようであり,中間に木炭を多く含む黒褐色土層があり,そ こより

炭化木の出土もみている。それより下層は極めて粘質な覆土のため調査には苦労した。

遺物 (図 17の 8。 9)は僅少で,周溝出土に8の高杯脚部片と9の小形の磨石斧が図示できるもので,

9は基部を欠くが整った蛤刃をなす。その他土器小片数点の出土をみるが,粘質土中の出上のため器肌は

荒れてい_るが,弥生後期のものとみられる。北溝と周溝内側より山茶碗片数点と中世陶片の出土をみてい

る。主体部より縄文中期末加曽利E式土器小片数点と打石器 (刃部を欠く)1の 出土をみ,混入品とみら

れるが,主体部を縄文中期末の土墳とみた万がよいかも知れない。建物址Ⅳの形態からして,中世遺構と

も考えられるものである。

一- 12 -―                                ・
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図 8 宮ノ先遺跡 3号住居址
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J・・J溝 断面図

0 lm

図9 宮ノ先遺跡方形周溝墓 I
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方形周溝墓Ⅱ号 (図 10)

Ⅲ調査区の北隅に発見され,南 40cmに万形周溝墓Ⅲ号が隣接する。中世遺構群Ⅱ外周溝が東溝と西溝の

一部を切っている。南北 7.8m× 東西 7.lmの隅丸方形に周溝をめぐらし,北隅と西溝のほぼ中央部にと

陸橋 2こ をもつが後者は中世外周溝に北側は切られている。周溝幅は平均80cm余 であるが最大幅は 120 cm

ローム層に30cm前後の深さに掘りこむ周溝である。主体部はほぼ中央部にあって,南北径 100 cm,東西径

142 cmの楕円形をなし;深さ52cmロ ーム層に掘りこむ土墳であり,主軸方向N74° Wをさす。

)ヽ。」

（Ｎり
に

1

0             1m
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図10 宮ノ先遺跡万形周溝墓Ⅱ・Ⅲ,土墳 3号,外周溝北西溝一部



遺物は発見されなかったが,周辺の状態からみて弥生後期の構築とみられる。

方形周溝墓Ⅲ号 (図 10)

方形周溝墓Ⅱ号の南40cmに隣接してあり,南北 7.5m× 東西 7.7mの隅丸方形に周溝をめぐらし,北東

隅に陸橋をもつ。周溝幅は70cm～ 90cm,深さ10cm前後と浅い周溝である。主体部は中央部よりやや東に寄

ってあり,南北 H O clll X東 西 150 cmの隅丸万形をなし, ローム層に深さ30cm掘 りこむ土装で,主軸方向N

80° Wを測る。遺物は発見されなかったが,方形周溝墓Ⅱ号と同時期の弥生後期と考えたい。

◎
３３

◎
３５

R 99 9 "も
24

|

●・`

3。 中世遺構群

中世遺構群 I一 屋敷tL

(図 40H012013)

I調査区の南半分に15m X

25mの範囲に広がる遺構群で

ある。南は水路と道路となり

東は壁土採取地となった所で

南と東への広がりは不明であ

る。発見
・された遺構は 3間 X

4間 と, 2間 X2間 の建物址

と竪穴をもつ 4号, 5号住居

址よりなる遺構群である。遺

構群の範囲は表土 (耕土)の

直ぐ下層にあって,全面はタ

タキ状となって堅く ― 耕作

者の話では,こ の畑は何を作

ってもできは悪く,少 し早が

続けば作物は萎れてしまい,

水田にしても作柄の悪い所で

あった,と のことである。一

このタタキ状の堅さによって

知ることができた。遺構の中

心をなすのは掘立の建物址 I

号で,北側に98cm X 120 cIIlの

隅丸方形 深さ45cmロ ーム層に

掘りこむ囲炉裏をもち,南側

には二重構造をなす南北 1.2

mX東西 3.3m,深さ20～ 30

clllの竪穴と,南北 3.lmX東

19＼ 9∫
喝91

・シー"◎―― ゆ上
YI Y

250

/ミ

E                  F

B

G       H

2

図H 宮ノ先遺跡中世屋敷址
―- 15 -―



西 2.65m,深 さ10～ 15cm

の竪穴がカギ形状につき,

内部には焼土はなく,建物
I

址 Iの柱列が通って付いて

いる。この竪穴の南に建物

址Ⅱ号があり,その西側に

柱穴 5こ が発見されている。

南に続 くとみる柱列は水路

と道路のため不明である。

建物址 IoIの 方向は,
I号は N70° W,I号はN50°

Wと主軸方向を異にするが

床面のタタキ面の連続は同

一建造物に含まれるものと

みられる。

建物址 I号のすぐ西は水

田造成時に削 られ不明であ

るが,西13mに 5号住居址

があり,さ らにそれより4.5

mに 4号住居址があって,

共に建物址 Iと 同一方向に

ある。 4号住居址 (図 12)

は南北 4mX東 西 2.4mの

隅丸長方形をなし,緩いカ

ーブをもってローム層に25

～30cm掘 りこむ竪穴住居址

である。柱穴は竪穴をとり

まく状態に竪穴外にあり,

内部にも4こ がみられるが

外部の柱穴につながるもの

は 2こ である。内部に人頭

◎
３３

◎
‐４ ◎

‐４

二◎
２９

◎
３６

◎
‐６

◎
H

27

◎
‐６

◎

E        ◎14 F

2m

図12 宮ノ先遺跡 4号住居址

大の石40こ近くが床面に接 して不規則に置かれ 廃屋墓ともみられたが,中世火葬墓群にみられる骨灰 。

木炭はなく,土墳も掘りこまれていない。集石の性格は把握するにはいたらなかった。

5号住居址 (図 13)は 4号住居址の東 4.5mに あり,南側 3分の 1は東西 1.9m,北側は 3.3mX南北
5.5m,南 側は深さ10cm前 後,北側は一段下がって20cm前後とローム層に掘りこむ二重構造をなす隅丸万

形の竪穴住居址である。柱穴は竪穴の外周に 7こ が整った配置にあり,柱列は 4号住居と並び,建物址 I

号にも並ぶ。東壁より25cmは いり,中央部より北に寄って楕円形の掘りこみがあるが焼土はない。

4号 。5号住居址とも焼土はなく,遺構群中,焼土をもつのは建物址 Iの囲炉裏のみである。

遺物 (図 17の 26～ 28)に は中世陶器片と行基焼片,青磁碗片等の出土をみているが,図示できるものに

は,26。 27の囲炉裏内出土の青磁の輪花碗と砥石があり,28の天目茶碗は 5号址出土である。図示外に常

―- 16 -―
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図13 宮ノ先遺跡 5号住居址

滑甕片,行基焼の甕頸部片,山茶碗片があり,その他天目茶碗,古瀬戸の小片,ス リ鉢の小片がある。

中世遺構群 Iは その規模から,量的には少ないが良質な中世陶磁器があり,タ タキ状の床面からみて,

下ノ城跡に関連する有力武士の屋敷址とみるが妥当と思われる。

中世遺構群Ⅱ (図 5。 1401509010)

Ⅲ調査区全域にわたって発見され,さ らに南と東に延びているとみるが,水田造成時に削られていた。

外周溝をめぐらし,その内側に建造物が構えられていたものとみられる。発見された遺構には外周溝と建

物址Ⅲ・Ⅳ号がある。

外周溝 (図 509・ 10015)は 北西隅で折れ,東 と南に延び,北溝で40m,西溝で44mを調査している

が,さ らに延びていることは確かめられた。そこより水田は二段下がり,排土の盛土をしたため,費用,

期限の制約があって調査を打ち切っている。溝幅は最小で 1 20 clll,最大 170 cm,平均 150 cm前 後,深さは

20～ 30cmであり,覆土は図 9。 10の断面図でみるように上層に砂質の黒褐色土,そ の下に暗黒色土,暗黄

褐色土となり, ローム層に掘りこまれているものであり,水を流した痕跡はみ られないも外周溝は 2辺の

調査であったが,方形にめぐらし,遺構群Ⅱを区画したものとみられる。外周溝内側の遺構には建物址Ⅲ,
Ⅳが発見されている。

建物址Ⅲ号 (図 14)外周溝西溝の東 4mに発見され, 2間 X2間の掘立の建物址である。柱穴間隔は,

1.8mであるが,東側中央の 1つは異なる。縄文中期末の土装 8号 OH号が掘りこまれている。建物址Ⅲ

号の周辺には11こ の柱穴が検出されているが,その配置は不規則である。また東側には焼土塊が発見され

ている。全面は夕タキ状の堅さで,遺構群 Iと類似する。
―- 17 -―
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図14 宮ノ先遺跡建物址Ⅲ・柱穴群と土墳群

建物址Ⅳ (図 15)Ⅲ 調査区の南西端に発見され,外周溝西溝から東に延びる方形周溝がめぐり,その内

側に南北 6.6m(3.5間 )X東西 7.2m(4間 )の方形の建物址が配されているが,東側は耕作による荒
れと,水田造成時の埋生にもなっており,柱列は発見できなかった。また,土台石を置いたとも思われる

が,そ の痕跡も残 っていない。東側に 2こ 並ぶ柱穴は出入日の配置ともみられる。柱穴は径50～ 60cmと 他

遺構に比 して規模は大きい。

南北 17.lm(9間 )X東西 20‐ 7m(H.5間 )の隅丸方形に周溝をめぐらし,東隅に幅 2.7m(1.5

間)の陸橋をもち,そ こよリー段低くなっている。南と東溝は水田造成時に上層は削られ,原形を崩 して

いるとみられるが,北と西溝では幅 2m～ 2.3m,最大幅は 2.85mあ り,深 さ70～ HO cmと 大規模で薬研

堀ともみられるものである。
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万形周溝墓 Iは周溝内側の柱列は発見されなかったが,その形

態の建物址Ⅳとの類似性からみて,中世遺構群Ⅱの一画をなすも

のと考えられるものである。

遺物 (図 17の 19～ 25)外周溝内よりの出土が比較的多く,内部

遺構よりの出土は少ない。

外周溝よりは図17の 19～ 24があり,山茶碗20021は 表面黄褐色

を呈し,東濃産とみられ,19022は 灰褐色を呈 し,自 然釉が多く   A
かかり,瀬戸周辺産のものとみられる。いずれも付高台で古い時

期のものとみる。23の瓦は北溝東の出土で灰褐色を呈 し,内面に

タタキ面をもつ厚い瓦で中世のものである。24の鉄鎌は刃部と茎

部の角度が大きく開き,いわゆる薙鎌で,刃部が二段となる点に

特色をもつ。図示外に天目茶碗 0古瀬戸の壺 0山茶碗の小破片等

がある。

外周溝内部遺構出土の図17の25の鉄鏃は建物址Ⅲに関連すると   
図16 宮ノ先遺跡土装 2号

みる柱穴群よりの出土で長さ 6 cm,中央部幅 2 cmの 大型であり,錆の付着が多く茎部の有無ははっきりし

ない。また,建物址Ⅲとその周辺より中世陶片数点の出土をみている。建物址Ⅳよりは古瀬戸壺片 。山茶

碗片・ スリバチ片と火打石とみられる石英の破片 3点が検出されている。方形周溝墓 Iの北溝及びその内

側より天目茶碗・ 古瀬戸皿 。古瀬戸壺 0山茶碗等の小破片の出土をみている。

4  土   砿

I調査区で 1号 。2号が検出され, 1号 は 1号住居址内に掘りこまれ,住居址覆土中にロームの盛土が

あって住居址より後のものとわかった。Ⅲ調査区で4号～13号の土墳群が調査されているが,13号は形態

を異にし,時期的に不明であるが,他は縄文中期末の土器片と打石斧が上層より検出されている。土壊群

は中世建物址Ⅲ号を中心とする柱穴群中にあって,その調査を先行 したため上層の遺物を一括土墳群出土

とした。土墳を次の一覧表にまとめた。

宮ノ先遺跡土鉱一覧表

上
広

Ｍ

凶
ｍ
大 きさ (cm)
南 Jヒ 。東西

休 さ

(cm)
形  状 主軸方向 遺  物 備   考 時  期 遺物 図NQ

1 110×  73 楕 円 形 N7° W な。し 請 儀斐卍弊りに盗告蜂木

105X 95 円  形 N18° E な し 不 明

14 146×  80 長楕円形 N18° W 群
利
斧

壊
曽
石

土
加
打

縄

Ｅ
末
片
期
器
中
土
文
式

打石斧刃部を欠く

土装群 翻薬琴期

170X 90 隅丸長方形 N5° W
100×  80 楕 円 形 N34° E
94×  85 N30° E

172X104 隅丸長方形 N25° W
8 98× 112 N58° W
96X 55 24 長楕円形 N34° E
80×  60 楕 円 形 N16° W
100X 98 隅丸万形 N52° E
134X100 N20° E
105× 215 籍等髪彩 N68° E な し 2段 lこ掘りこむ 不明

0            1m
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察Ⅳ  考

宮ノ先遺跡の発掘調査は用地内の約 5,000rに っぃて行ったものであるが, Ⅱ調査区には遺構は発見さ

れず, I・ Ⅲ調査区に集中して発見された。

弥生時代後期では,住居址 3と方形周溝墓 3基または 2基が発掘調査されている。住居址は 2号住居址

を除いて小型であり,遺物も僅少であった。南側に大きな湿地帯をもち,水田耕作の適地とみる立地にあ

って大きな集落が形成されていたとみられるが,住居址の発見数は少なかった。道路を隔てた南のI調査

区と,それにつながる東の水田のピット調査でも遺構は発見されず, I調査区西の水田のピット調査でも

遺構は検出されなかった。おそらくI調査区から東に集落は展開したと思われるが,東側の畑はかつて壁

土の採集地となった所で既に遺構は破壊されており,さ らに東は用地外となっている。

土器は 2号住居址出土 (図 17の 1-3)がその形態と文様を知ることができるものであるが,粘質土中
の出土のため器肌は荒れている。 1の壺は口縁帯部が短かく,簾状文をもつは座光寺原式であり, 2の頸

(1) (2)

部から口縁部に細い条線を施す壺に的場遺跡22号住居址出土例がある。 3の小形甕は酒屋前遺跡 7号住居

址出土の寄道式土器に近似するもので,いずれも座光寺原式である。

万形周溝墓は一応 3基が発見されているが, I号は周溝規模は大きく,中世外周溝との切り合いでみる

地層では区別 しがたい。また,こ れは中世建物址Ⅳ号をめぐる万形周溝と外周溝にみる層序関係と同じで

ある。また二者の方形周溝の主軸方向は N50° Wと 同万向をさしている。主体部とみる土装よりの遺物は

縄文中期末の土器片と打石斧片の出土をみており,縄文中期の土装かともみられる。周溝内側よりは中世

陶器片の出土をみており,ただ周溝内出土の高杯脚部片を除けば中世遺構とみるが妥当とも思われる。

方形周溝墓Ⅱ oⅢ号は規模は小さく, Ⅱ号は中世外周溝によって切られており,主軸方向は N74° W,

N80° Wと 中世遺構群Ⅱの N50° W前後とは異なる。遺物は弥生後期土器片を僅かに周溝内から検出して

いるが,器肌は荒れている。弥生後期住居址の存在,古墳時代の遺物のない点からみて,弥生後期の方形

周溝墓とみたい。             ●
(3)            ,

宮ノ先の北に隣接する新川を隔てた一段下位にある中島平遺跡では昭和51年度調査で座光寺原式から中
(4)

島式前半にいたる住居址15が調査されている。方形周溝墓主体部より鉄剣 2回 の出土をみた滝沢井尻遺跡 ,

座光寺原式と寄道式の好資料を得た酒屋前遺叡は西 1,000mに ある。天竜川の小支流の新川と臼井川の両

岸の伊賀良扇状地面から一段低位となる舌状台地面にかけて弥生後期の集落が展開していたものとみられ

る。                    .

中世遺構では, I号 。Ⅱ号の大規模な遺構群が発見されている。遺構群 Iは囲炉裏をもつ掘立建物址を

中心 lζ竪穴住居址 。柱穴群よりなり,三和土状の堅い面によってその範囲を知ることができ,井水と道路

となっている南側と,か って壁土採取場となった東側の畑に広がっていたものとみられる。・囲炉裏以外に

焼土はみられず,一連の建造物とみられる理敷跡である。

遺構群Ⅱ号は方形になるとみる外周溝によって範囲が区画され,その内側に建造物をもつ遺構群である。

外周溝の調査は北溝で40m,西溝で44mを調査しているが,一段低い水田へと続くことは確認されたが,

そこに排土の盛土をし,費用,期限の制約のため調査を断念したことが今にして惜しまれる。外周溝内側

に掘立建物址ⅢoⅣが発見され,Ⅳ号は大規模な薬研掘ともみる方形周溝をめぐらし,東隅に段をもった

―- 22 -―



とみる出入口となる陸橋がついている。構造物の区画は間を単位としている。

万形周溝墓 I号は,建物址Ⅳよりはやや小さくなるが大規模な方形周溝をめぐらし,そのあり方は類似

し,そ の形態,遺物からみて,中世遺構群Ⅱに付いているものと推測されるものである。調査範囲約 1,800

rの範囲に, さらに東と南の未調査区に広がるとみる大規模な遺構群は館址と考えられるものである。

外周溝出土の山茶碗は古い時期のものである。遺構群 I―屋敷址出上の陶器片には室町後半のものがみ

られる。                                             ・

鎌倉時代伊賀良庄地頭は北条時政であり,時政以後北条江馬氏が代々それを継いている。江馬氏の代官
(6)

四条金吾頼基が殿岡に居を構えたことは文献上明らかであり,北条氏滅亡後伊賀良庄地頭は小笠原氏とな
(7)

り,そ の配下の武将を伊賀良の要所に置き,そ の一つが下ノ城である伝承がある。

地形的にみて,下ノ城地籍が西から南にかけての旧新川流路の湿地帯にとりかこまれ,北から東にかけ

て新川の浸蝕崖となり, この間に広がる舌状台地は館を構えるに好適な立地といえよう。飯田地方の代表

的な松尾館址,知久平館址は湿地帯と段丘崖による防禦の地に立地している。

下ノ城構築前に地方豪族の館がここに構えられていたものと推測され,下ノ城構築後の有力武士の屋敷

址の一つが中世遺構群 Iと 推定される。下ノ城地籍宮ノ先遺跡の中世遺構群は今後に多くの課題を提示す

るものである。

下ノ城跡はすでに道路改修時に削りとられ 僅かに空濠跡の痕跡を残すのみとなっており,その調査は不

能となっていた。図版 Iにある石像は新川の堤防の根石になっていた岩に刻まれていたもので,昭和36年

大水害の際押 し流されて発見され,それを破って現在農家の庭に置かれたものであり,時代的にも不明で

あるが,一応注意すべき石像と思われる。

縄文中期末葉の遺構に土墳群が発見され,こ の期の土器片と打石斧が検出されているが,住居址の発見

には至らなかった。おそらく台地の西側に集落が存在 していたものと予想されるが,未調査に終 つている。

広範囲にわたる農業構造改善事業による不十分にならぎるを得ない調査のあり方を反省 したい。

注 1.松川教委「的場」 1973
注 2.「長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書 一 飯田地内 その 2」 昭和 47年度
注 3.飯田市教委「伊賀良中島平」 1977
注 4. 注 2に同 じ

注 5.注 2に同 じ
注 6.宮下操「下伊那史第五巻」 日召42
注 7.筒井泰蔵「室町時代の伊賀良」伊賀良村誌 昭48

おわりに,今次調査にあたって調査員吉沢輝人先生の献身的な御骨折り,大沢和夫先生,県文化課今村

善興主事の御指導,神村透 。宮沢恒之両先生の助言があり,作業にあたられた方々の熱心な作業態度が大

きな力となったこと,市農村課藤本照之技師,工事を請負われた岩手屋建設のご理解,御協力のあったこ

とを深謝したい。 (佐 藤 甦 信)
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図版 I 遺 跡

西から 工事後西か ら

東か ら 東から 工事後

南西から 南西から 工事後



7 口雪Jヒか ら

中島平遺跡を見下す

新川堤防根石の岩に刻まれた石像

下ノ城跡の空掘の一部



べ
、　
・
・

ｒ
・
・̈
７・

寓ノ先 1号住居lll

図版 Ⅱ 遺構・ 遺物

宮ノ先 1号住居址炉力L

宮ノ先 2号 (11居址力戸lll

宮ノ先 2号住居址出寸l石鍬 (左 )

右は万形周溝墓 1号周溝出 11磨石斧

「 fノ う七2 )](l:几
:|ナ
||:‖ l ll 11暑8



‐
       ヽ

｀

、1 ヽ |ヽ

・ 1,Ⅲ Ⅲ 哺 |

(1::|ミ

`ず

ミ

‐
')。
1響 l‐ ニヽゴニI二

轟F卜|]｀
1｀

‐
)

れヽ こt
０
　
　
，

.り
|「 :|ドリ||ゝ 力1 lI );

滲「1″ 1/
鑽^

・

rヽゥ ヽ
_ヽ D。  '

_‐
ヽ

「
||「 1鳩|11'1‖ |

|||:二 |(:ilれ Vi t¬ )1



=   .・
。 こ ‐

I11 11ti菫
llllイ :羊 I  II:か す

｀
,

・・・■〕中将驚ヾ 滅飛測日崚菫津■二、こξ

―
     ―

・
  ‐・

―
′
　

．　
　
　
ヽ
ヽ
●

´

ギず、嵐ど
IIIII:遺

llllfl羊 1   1'Ч /1ヽ「,

II・ ltイ「itリカ(′ li後 !||」 ;j li1111J I

/[:11(13)」 (|:|〔 l1111

ｒ

一

■ が́ 響 11

●

1昇歩フ
`》



ヽ

一

ヽ

　ヽ

ヽ
　

一
一

計

一

ヽ

　

　

　

・

ヽ

●

一ヽ
一一
「
・
・ヾ
・

．
，

デ
一^ヽ
一　
・一
一

′

.l
'r!'a

*11 rt*lPl

プも
ヽ

”

魔

・ザ一一４
・Ｆヽ４
ｒ^一
」ユ一一′一一
″
夕
一

lllll`L:胸 JII:|ltil(lI′ |(

.ド踏

:ザ :

中 |||`L物り|卜 IV 山か∴lifノ 先IV調 査IК遺構lY



・.1鍮 ,

‐   ―   
―

―

‐

‐

=

|‐ 7.._^
・` lf・ ・`  ́‐

晟
轟
際、

ぜ

め ●

一懸

L壌群出 114f器

■ ゝ
〕
嵐臨

―
    ´

中世遺構群 I出 11陶器片 ―ス1は常滑甕サ| 外周溝出 ll山茶碗

外周溝鉄鎌の出土 外周溝出土鉄鎌と建物lll Ⅲ出 ll鉄鎌



図版Ⅲ 発掘スナップ

調査にかかる

中世遺構群 Iの調査 方形周溝墓 Iの調査

1号住居址検出

Ⅲ調査区の発掘はすすむ Ⅲ調査区の発掘はすすむ



調 査 組 織

0

q'     1.伊
賀良宮の先遺跡埋蔵文化財発掘調査委員会

平 田 英 夫   飯田市教育委員会委員長

勝 野 好 一   飯田市教育委員

沢 柳 俊 夫     ″

大田中 一 郎     ″

林   研 二   飯田市教育長

相 津   実   飯田市教育委員会事務局社会教育課長
2.調 査 団

団 長  佐 藤 甦 信

調査員   吉 沢 輝 人
3.指 導 者

大 沢 和 夫   飯田女子短大教授

今 村 善 興   長野県教育委員会文化課指導主事
4.事 務 局

飯田市教育委員会社会教育課

相 津   実   社会教育課長

山 下 舜 平   課長補佐 係長

熊 谷 里恵子   主事
5。 伊賀良地区農業構造改善事業担当課

.農 林 課  課  長  関 島 昭 一
″   耕地係長  小 林   衛
″  技 師 中 村 俊 助  藤 本 照 之

0      ″   ″  松 下 文 昭  加 藤  潔
6。 作 業 員

′ヾ      北 村 重 実   福 島 明 夫   中 平 兼 茂   牧 内 住 子

拓 植 勝 次    水 野 ギー郎    田 中 信 夫    久保田 只 雄
宮 下 元 治   平 栗 光 司   平 田 まさみ   熊 谷 ひ さ
吉 川 弥 生    柳 沢 八重子    平 沢   稔    三 石 利 男
春 日   要    池 田 隆 雄    佐 藤 いな江    田 口 さなゑ



お   わ   り   に

ヽ

昭和51年度より始まった伊賀良三殿地区の農業構造改善事業は,52年度事業|して下のメ地籍が実施さ     ρ
れることになった。各地に城と呼ばれる地名はたくさんあり古くから人が生活したものと考えられる。下     ・
の城もその一つであるので事前に事業担当部課と協議及び現地調査を行い,遺跡台帳登録の宮の先遺跡と

して埋蔵文化財発掘調査記録保存事業に着手した。

宮の先遺跡は51年度実施した中島平遺跡と川をへだてた南の台地で,遺跡散布地としての条件が整って

いるので数多くの遺跡が所在するものと考え慎重に発掘調査が進められた。

今回の事業費は 1,400,000円 で農業構造改善事業費の中から負担金として飯田市教育委員会が受け直轄

事業として行い,発掘調査記録保存事業が大きな成果を残して完了しました。

この発掘調査は耕地 (水田,桑園)であるため,秋の収穫の終った後に開始しなければならない状況下

にあり,ま た天候に左右される要素も含まれているので多少問題はあったが,幸い土地所有者をはじめ関

係各方面の方々の格別な理解と援助とご指導によって,計画した面積の調査が出来,貴重な資料等が発掘

され感謝にたえない。

調査体制は,団長に佐藤甦信先生,調査員に吉沢輝人先生をお願いし,先生方の経験豊か答知識をもっ

て終始献身的に協力をいただき,指導者の飯田女子短大教授大沢和夫先生,県教育委員会文化課指導主事

今村善興先生には適切な助言をいただき,ま た報告書の執筆は団長の佐藤先生が終始熱意をもって当られ,

ここに完了したことに対し深く敬意を表します。

昭和 53年 3月

飯田市教育委員会社会教育課
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長野県飯田市教育委員会
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